
捕獲位置情報等の活用方法

231003

自然環境研究センター

第一研究部

川本朋慶



捕獲を含めた位置情報

確認情報

→目撃情報、ロードキルなど

捕獲情報

→狩猟による捕獲、指定管理事業による捕獲など

モニタリング情報

→ニホンジカ：糞粒法、糞塊法、区画法など
イノシシ：痕跡調査など
クマ類：痕跡調査、ヘアトラップなど
ニホンザル：出没カレンダー調査など
その他：自動撮影カメラ、テレメトリーなど



捕獲を含めた位置情報（確認情報）

●ロードキル●目撃情報
出典：福井県サル出没情報共有システム
https://saru.pref.fukui.lg.jp/

出典：富士山「動物交通事故死」マップ
https://animal.mapping.jp/



捕獲を含めた位置情報（捕獲情報）

●出猟カレンダー
出典：令和4年度新潟県イノシシ・ニホンジカ出猟カレンダー結果報告
https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/life/591981_1676624_misc.pdf



捕獲を含めた位置情報（モニタリング）

●テレメトリー（GPS首輪:クマ類）●糞塊法（ニホンジカ）
出典：ニホンジカ密度分布図の作成方法について
https://www.env.go.jp/content/900524436.pdf

出典：知床財団活動ブログ「ヒグマのGPS首輪を回収しました！～その２～」
https://www.shiretoko.or.jp/report/2014/07/2292.html

位置情報を地図上で見ると
わかりやすい



●どこで

都道府県

地域

市町村

大字・字

緯度・経度

[メッシュ、ユニット]

●いつ

年度・年

季節

月

日

朝昼晩

いつ、どこで、どのような情報があるか

●どのような

・直接観察、間接観察

・絶対値、相対値

・数、密度

・オス、メス

・幼獣、成獣

・努力量

目的に沿ってこれらの情報をまとめることが重要



●いつ

年度・年

季節

月

日

朝昼晩

いつ、どこで、どのような情報があるか

出典：第６期東京都第二種シカ管理計画
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/pla
n/nature/deer_protection.html

出典：中央アルプス北部に生息するニホンザル
自然群の季節的環境利用

https://agriknowledge.affrc.go.jp/RN/2010812705.pdf



●どこで

都道府県

地域

市町村

大字・字

緯度・経度

[メッシュ、ユニット]

いつ、どこで、どのような情報があるか

○情報が細かいほど活用方法は多岐にわたる
×細かい情報を収集するにはコストがかかる

出典：第６期東京都第二種シカ管理計画から一部改変
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/plan/nature/deer_protection.html

生息環境管理エリア

被害防除対策エリア

分布防止拡大エリア



いつ、どこで、どのような情報があるか

●どのような

・直接観察、間接観察

・絶対値、相対値

・数、密度

・オス、メス

・幼獣、成獣

・努力量

出典：第６期東京都第二種シカ管理計画
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/basic/pla
n/nature/deer_protection.html 出典：千葉県におけるニホンジカのベイズ法

による個体数推定(2012年度)
https://www.bdcchiba.jp/date/publication/rcbc8
_1-shika_kotaisu.pdf



位置情報活用の目的

現状の把握
→分布の変遷、生息状況の確認、
被害状況の確認など

保護・管理への活用

→個体数推定・捕獲目標の設定、
群れの管理目標の設定など

被害防除対策への活用

→加害群れ出没への対応、
市街地出没への応用など

普及啓発への活用



位置情報活用の目的（現状の把握）

●分布の変遷
出典：全国のニホンジカ及びイノシシの生息分布調査について
https://www.env.go.jp/content/900517069.pdf

●捕獲状況、被害状況の把握
出典：福井県自然保護センター「イノシシの捕獲頭数と水稲被害の増減傾向」
https://fncc.pref.fukui.lg.jp/reference/report/tyozyugai/subjectmap/zogen22



位置情報活用の目的（保護・管理）

●群れの管理目標の設定

出典：第２期福井県第二種特定鳥獣管理計画（ニホンザル）
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/021500/tokuteikeikaku/tokutei.html



～事例紹介～



現状把握、普及啓発（ニホンジカ・イノシシ）

●令和4年度新潟県イノシシ・ニホンジカ出猟カレンダー結果報告
https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/life/591981_1676624_misc.pdf

狩猟の結果をフィードバックすることで狩猟の推進につながる



現状把握、普及啓発（ニホンジカ・イノシシ）

●令和4年度新潟県イノシシ・ニホンジカ出猟カレンダー結果報告
https://www.pref.niigata.lg.jp/uploaded/life/591981_1676624_misc.pdf

狩猟の結果をフィードバックすることで狩猟の推進につながる

情報 内容

いつ 1年間

どこで 5kmメッシュ

どのような 捕獲情報（捕獲数、目撃数、努力量）

 5kmメッシュはハンターマップでも使用されているため、低
コストで位置情報を収集できる

 出猟カレンダーの情報があれば比較的簡単に作成できる



保護・管理への活用（ニホンジカ１）
●第５次千葉県第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）①

令和 5 年度千葉県指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画（ニホンジカ・県南部区域）②
①https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu/jigyoukeikaku/keikaku.html ②https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu/sitei-kannri-choujuu-hokaku-tou-jigyou.html

推定生息密度＋将来予測で
目標に必要な捕獲数算出

狩猟、許可捕獲で足りない捕獲数を
指定管理事業で補完

生息密度から具体的な捕獲目標を設定



保護・管理への活用（ニホンジカ１）
●第５次千葉県第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）①

令和 5 年度千葉県指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画（ニホンジカ・県南部区域）②
①https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu/jigyoukeikaku/keikaku.html ②https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu/sitei-kannri-choujuu-hokaku-tou-jigyou.html

推定生息密度＋将来予測で
目標に必要な捕獲数算出

狩猟、許可捕獲で足りない捕獲数を
指定管理事業で補完

生息密度から具体的な捕獲目標を設定

情報 内容

いつ 数年間

どこで ユニット

どのような ・捕獲情報（捕獲数、目撃数、努力量）
・モニタリング（糞粒法、区画法）

 生息密度、個体数が細かい空間単位で推定されるため、具体
的な施策につなげやすい

 位置情報が細かいためコストがかかる
 複数のモニタリングを行っている分コストがかかる



保護・管理への活用（イノシシ）

●帰還困難区域におけるイノシシの管理
出典：令和３年度帰還困難区域内等における野生鳥獣の生息状況調査及び捕獲等業務報告書

生息密度を低減するために必要な
捕獲率を推定

捕獲率と捕獲努力量の関係から
必要な捕獲努力量を算出

捕獲努力量の配分を再検討、設定

生息密度
の増減

捕獲率



保護・管理への活用（イノシシ）

●帰還困難区域におけるイノシシの管理
出典：令和３年度帰還困難区域内等における野生鳥獣の生息状況調査及び捕獲等業務報告書

生息密度を低減するために必要な
捕獲率を推定

捕獲率と捕獲努力量の関係から
必要な捕獲努力量を算出

捕獲努力量の配分を再検討、設定

生息密度
の増減

捕獲率

情報 内容

いつ 数年間、月ごとで2年間

どこで 2kmメッシュ

どのような ・捕獲情報（捕獲数、目撃数、努力量）
・モニタリング（自動撮影カメラ）

 いつ、どこでの情報が細かいため様々な捕獲戦略を立てられ
る

 いつ、どこでの情報が細かいため、その分コストがかかる



被害防除対策への活用（クマ類）

●令和４年度ICTを活用したヒグマ出没重点監視エリア抽出手法等検討検証モデル事業
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/higuma/147988.html

捕獲努力量の配分を再検討、設定

実際の出没状況、出没経路と
照らし合わせてヒグマが出没
しそうなエリアを設定

出没経路の中で特にリスクが高い
エリアで対策を実施



被害防除対策への活用（クマ類）

●令和４年度ICTを活用したヒグマ出没重点監視エリア抽出手法等検討検証モデル事業
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/higuma/147988.html

捕獲努力量の配分を再検討、設定

実際の出没状況、出没経路と
照らし合わせてヒグマが出没
しそうなエリアを設定

出没経路の中で特にリスクが高い
エリアで対策を実施

情報 内容

いつ 1年間（もしくは数年間）

どこで 緯度・経度

どのような ・確認情報（目撃情報）
・その他（各GISデータ）

 月ごとの捕獲傾向や捕獲場所も併せて市町村へフィードバッ
クすることで具体的に捕獲強化できる時期、場所を示すこと
もできる

 どこで、いつの情報が細かいため、その分コストがかかる



様々な活用（アライグマ）

●埼玉県アライグマの防除
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0508/seibututayousei/araigumaboujojissikei
kaku.html

これらの情報を市町村と共有することで捕獲対策の強化

分布の遷移

捕獲位置情報

生息ポテンシャル（環境情
報、分布情報も併せること
でアライグマが多いであろ
うエリアを抽出）



様々な活用（アライグマ）

●埼玉県アライグマの防除
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0508/seibututayousei/araigumaboujojissikei
kaku.html

これらの情報を市町村と共有することで捕獲対策の強化

分布の遷移

捕獲位置情報

生息ポテンシャル（環境情
報、分布情報も併せること
でアライグマが多いであろ
うエリアを抽出）

情報 内容

いつ 数年間、月ごと

どこで 緯度・経度

どのような ・捕獲情報（捕獲数、努力量、被害状況）
・その他（各GISデータ）

 月ごとの捕獲傾向や捕獲場所
 市町村に結果をフィードバックすることで
 どこでの情報が細かいため、その分コストがかかる



～位置情報データ取得時の注意点～



位置情報データの収集イメージ

1 0 5 7

2 3 4 7

3 5 4 2

12 5 6 7

7 3 7 9

1 0 5 7

2 3 4 7

3 5 4 2

12 5 6 7

7 3 7 9

1 0 5 7

2 3 4 7

3 5 4 2

12 5 6 7

7 3 7 9

期待値：7

【大枠はA町、各メッシュが大字】

●：調査地点

空間的に偏ってデータを収集すると誤差が大きくなる

中央値：7 中央値：6



調査地点数、データ数

1 0 5 7

2 3 4 7

3 5 4 2

12 5 6 7

7 3 7 9

1 0 5 7

2 3 4 7

3 5 4 2

12 5 6 7

7 3 7 9

【大枠はA町、各メッシュが大字】

●：調査地点

1 0 5 7

2 3 4 7

3 5 4 2

12 5 6 7

7 3 7 9

期待値：7 中央値：7 中央値：5

 調査地点数やデータ数が少なくなると度誤差が大
きくなる可能性が増える

 その他に様々な要因（気象条件や調査者の熟練度
など）によっても誤差は大きくなるため、これら
を踏まえて位置情報を精査することが重要



ご清聴ありがとうございました

【その他に参考になる情報】
 各種パンフレット（環境省）

https://www.env.go.jp/nature/choju/docs/docs5.html
 各種保護及び管理に関するレポート（環境省）

https://www.env.go.jp/nature/choju/plan/plan3.html
 捕獲情報収集システム（環境省）

https://data.env.go.jp/dataset/a4602225ecfffd3ae1d897420284bc81
 各種GISデータ
・自然環境調査Web-GIS（環境省）

http://gis.biodic.go.jp/webgis/index.html
・国土数値情報（国交省）

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/


